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【目的】 

移動型X線装置を用いた回診撮影に携わる放射線技師等においても、水晶体等価線量評価は大切であると

考える。水晶体付近の位置における移動型X線装置の散乱線分布の詳細な測定は、今までほとんど行われて

いない。そこで移動型X線装置における人体ファントム撮影時の空間散乱X線量を測定評価した。 

 

【方法】 

移動型X線装置はインバータ式のSirius Star Mobile（日立）を使用した。電離箱式サーベイメータ（MODEL 

ICS-323C、日立アロカメディカル）にて空間散乱線量測定を行った。被写体として胸腹部の人体ファントム（京

都科学）を用いた。測定点の高さは床から140cm、150cm、160cm（水晶体位置を想定）とし、ベッドの高さは床か

ら50cm（一般病棟を想定）、80cm（ICUを想定）とした。さらに照射野サイズを変化させて、空間散乱線量を測定

した。 

 

【結果】 

ポータブル撮影時の水晶体被ばくに関して、下記の場合の方が空間散乱線量は多かった。 

・ベッドが高い方 

・照射野が大きい方 

・胸部撮影よりも腹部撮影 

 

【まとめ】 

ベッドの高さが高い場合、そして照射野が大きい方が空間散乱X線量は多くなった。腹部撮影の場合は空間

散乱X線量が多くなった。ポータブル撮影に従事する診療放射線技師は、ICUでの回診撮影や腹部撮影の場

合特に水晶体被ばくに注意し、距離をとり装置の陰に隠れるなど適切な防護措置をとることが重要であると考え

られる。FPDを使用する際も適切な照射野サイズで撮影を行うことが望ましい。 

当研究は、回診撮影時の水晶体職業被ばく評価において重要な知見を与えていると考える。 
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